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目的；生活者の自立と問題解決の能力を育成を目指して、平成６年４月に小・中・高とわ

が国の学校教育に一環して導入が図られた消費者教育だが、その体系と構成する諸概念の

分類は未だなされていない。わが国におけるこの消費者教育の体系に係る未整備は、消費

者教育の教育としての不完全性を露呈するものであり、公教育への教育の責任放棄でもあ

る。本発表では、わが国消費者教育に多大な影響を与えた欧米の消費者教育の体系の諸概

念を検証することで、わが国消費者教育の体系化への作業着手の促進を図りたい。これは

同時に渥誇者教育教員養成機関であるわが国の大学等諸機関が早急に着手すべき課題であ

る。

方法；今日世界各国の消費者教育の体系となっている米国教育省のClassification of Co

ncepts in ConsuHier Educationをもとに、（1）消費者教育開発プログラムの諸概念の分

類過程を検証し、（2)研究分野としての消費者教育を比較吟量する。

結果；今日の社会状況に対応しうる消費者教育概念の新たな追加項目の提言と、消費者・

生活者の意志決定に影響をあたえる情報収集力の強化のために諸概念を構成する関連分野

による分類の再構成を試みる。
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性別役割分業意識の男女差に関する非自覚的レベルにおける研究
　　　　　－エスノメソドロジー的手法を中心に一
　　　　　　　静岡大教育　○大道明里，静岡大教育　金田利子

目的：男女平等へ向けてのこれまでの多くの研究により性別役割分業意識への批判的意識
において男女差は依然としてあるが、最近はいくらか男性の意識も高まりつつあると言わにおいて男女差は依然としてあるが、最近はいくらか男性の意識も高まりつつあると言わ
れている。しかし本音の部分でそのことはいえるのであろうか。そこで本研究では人々の
本音と思われる”非自覚的意識”における性別役割分業意識に対する男女差について、エ
スノメソドロジー的方法により明らかにする。
方法：①性別役割分業意識②妻に望むライフコース（女l生は自らの望むライフコース）t③

母性の常識テスト（エスノメソドロジー的文章統覚法）④洗濯の絵（エスノメソドロジー
的絵画統覚法）について質問紙を用いて調査した。調査対象者の内訳（静岡大学の学生・
男性１００人、女注l4 5人）

結果:①"非自覚的意識”、”自覚的意識”ともに男性よりも女注の方が意識が高く、男
女差がみられた。②男性は、”自覚的意識”では性別役割分業意識が浮動的で、妻のライ

フコースが保守的であり、現実的な内容で保守的傾向が強かった。③女幽こおいては、母
性の常識テストが高意識であったが、洗濯の絵では高意識とは言い切れず、”非自覚的意

識”の中でギャップがあった。④女注問題へのエスノメソドロジー的アプローチにより、
従来の研究では高意識と考えられた層であっても、”非自覚的”には保守的傾向（母注イ
デオ・ギー）が内在していることが明らかになり母性イデオ・ギーの根深さを示すことが
できた。⑤今後の女|生問題への切り口の一つとして、”非自覚的意識”への着目の重要注
を明らかにした。
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